
●「緑の国勢調査」は第６回を実施中
みなさんにご参加いただいた「身近な生きもの調査」は、環境省が昭和48（1973）年度より、おおむ

ね５年ごとに実施している「緑の国勢調査」の一環として行いました。

この「緑の国勢調査」は、正式には“自然環境保全基礎調査”といい、植生や動植物の分布、海岸

や河川、湖沼の改変など、日本の自然環境のさまざまな項目を調べています。この調査は①自然環境

の現状を明らかにすること、②調査の積み重ねによって自然の変化を把握すること、③自然環境保全

におけるいろいろな施策のための基礎資料を提供すること、などを目的として実施しています。

●「身近な生きもの調査」は今回が４回目
広く一般の方々に参加していただく「身近な生きもの調査」は、昭和59（1984）年度に初めて実施し、

２回目の平成２（1990）年度ではさまざまな動植物を対象に分布を調べました。また、３回目は、調査

テーマを絞って平成７（1995）～９（1997）年度に「'95セミのぬけがら調査」、「'96ひっつきむし調査」、

「'97ツバメの巣調査」を実施し、実物や写真を送っていただくことで、信頼性の高い全国の貴重な分

布情報を得ることができました。

そして、今回は４回目！ みなさんにご参加いただいた「身近な林調査」では、平成12（2000）年度

の“秋冬調査”と13（2001）年度の“春夏調査”の１年間をとおして実施しましたが、３回目までの調

査とは趣向を変えて、林の置かれている環境や、そこにすむさまざまな動植物について調べました。

今後、どのような調査を実施するのかは、現在検討を行っているところです。次回調査が決まりま

したら、生物多様性
せいぶつたようせい

センターのWebページ（http://www.biodic.go.jp/mijika/）でお知らせいたします。
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本書はつぎの方々の協力を得て作成しました。
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